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西 脇 市 審 議 会 等 の 会 議 の 記 録 

 

審 議 会 等 の 名 称 平成 26 年度第１回西脇市住宅審議会 

開 催 日 時 平成 26 年９月５日（金曜日） 

15 時 00 分から 17 時 10 分 

開 催 場 所 西脇市生涯学習まちづくりセンター３階マナビータホール 

出席委員の 

氏名又は人数 

吉本委員、大塚委員、齋藤委員、内橋委員、頃安委員、津田委員、亀岡

委員、大垣委員、東田委員、杉原委員、内藤委員、谷山委員、出野上委

員、村上委員 

欠席委員の 

氏名又は人数 

該当なし 

出席職員の職・ 

氏名又は人数 

鵜崎技監、飛田部長、嶋本課長、清瀬課長補佐、芦田主査、橋本、前田 

公開・非公開の 別 公 開 

非公開の理由  － 

傍聴人の数 ２人 

議題又は協議事項 １ 委員委嘱 

２ 市長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 西脇市住宅審議会の概要説明 

５ 会長及び副会長の選出 

６ 西脇市の住宅政策の在り方について（諮問） 

７ 議事 

 ⑴ 西脇市住生活基本計画の概要説明 

 ⑵ 計画見直しの策定スケジュールについて 

 ⑶ 西脇市住生活基本計画の見直しについて 

 ⑷ 空き家対策について 

 ⑸ 市営住宅の型別・優先入居について 

 ⑹ 市営住宅入居者へのアンケートについて（報告） 

８ そ の 他            

⑴ 次回の予定について 
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会議の記録（概要） 

発言者 発 言 内 容 等 

 

 

 

 

 

事務局 

 

１ 委員委嘱 

・片山市長より、代表して吉本氏に委嘱状を交付 

２ 市長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 西脇市住宅審議会の概要説明 

・会議資料に基づき、西脇市住宅審議会条例及び傍聴要項を事務局より説明 

・委員 14名中 14 名出席により会議成立の報告 

 

事務局 

５ 会長及び副会長の選出 

・委員の互選をもって、会長を吉本委員、副会長を大塚委員と決定 

 

市 長 

６ 西脇市の住宅政策の在り方について（諮問） 

・西脇市長より審議会に対し、西脇市の住宅政策の在り方についての諮問が行

われた。 

 

 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

７ 議事 

 ⑴ 西脇市住生活基本計画の概要説明 

 ⑵ 計画見直しの策定スケジュールについて 

  ・事務局から会議資料に基づき、西脇市住生活基本計画の概要及び計画見直

しの策定スケジュールについて説明 

 

 ・西脇市住生活基本計画の概要、計画見直しの策定スケジュールについて説

明があったが、ご質問・ご意見があればお願いしたい。 

 

 ・計画を見直すということだが、国・県の方針や見直し計画等、この４年間

でどのように変わったのか。 

 

・国の住生活基本計画は、平成 18 年に作られた 10 ヵ年計画で、そこから中

間年ということで 5 年目にあたる平成 23 年に見直し・改定を行った。県

も同様に見直しを行ったが、県は全国計画に準拠しなければならないの

で、少し遅れて平成 23 年度末に見直しを行った。市町村レベルでは必ず

しも策定しなければならないということではないが、西脇市においては

様々な住宅の課題があり策定の必要があるということで、国・県の動きを

踏まえながら平成 22 年に策定された。 

・平成 23 年度の全国計画改定のポイントとしては、第１に住宅ストックに

ついては量的に人口を上まわっている状況なので、今後は長く使えるよう

に質を重視して供給していくということ、第２に既存住宅を手を入れて長

持ちさせる、つまり長寿命化を図っていくという方針である。 

 

・この後の西脇市住生活基本計画の見直しについて、また、空き家対策につ 
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事務局 

 

会 長 

 

 いてという部分でも説明する。 

 

・では、次の議事について説明の後、先ほどの質問を含めて審議を進めたい。 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

会 長 

 

 ⑶ 西脇市住生活基本計画の見直しについて 

・事務局から会議資料に基づき、西脇市住生活基本計画の見直しについて説

明 

 

・見直しについて説明があったが、これまでのところで何かご意見等あれば

ご発言いただきたい。 

 

・公営住宅の建て替えに 10 億円もの予算を使ったり、雇用促進住宅の活用

を検討したりするより、民間賃貸住宅の空き家活用を進めればよいのでは

ないか。西脇市内にも空き家が多く見られるので、それらを除却して新し

い建物を建てれば活性化するのでは。 

 

 ・空き家対策については次の議事にもあるので、説明後にもまたご意見をい

ただきたい。 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 ⑷ 空き家対策について 

・事務局から会議資料に基づき、空き家対策について説明 

 

 ・今までの内容を含め、ご意見・ご質問、何かお気づきのことがあればご発

言いただきたい。 

 

・住生活基本計画の見直しにあたっては、障害者にとっての住生活という視

点が必要になってくるのではないか。 

また、民間と行政の役割分担をしっかりする、特にセーフティネットの分

野でもそういうことが必要になってくると思う。例えば一時的に無職にな

る、あるいは働けない状況となった場合に、公営住宅でカバーするのか、

民間賃貸住宅でカバーするのかというように、具体的な部分を考える必要

がある。雇用の流動化というようなことも含めて、西脇市ではどうするか

ということを考えていかなければならない。 

福祉施策、コミュニティ、労働といった周辺の施策についても、取組をさ

れていると思うので、これらについても見ていく必要がある。 

 

・今後少子高齢化は確実に進行していくので、安心・安全に暮らせるという

ことで、まちづくりの中でもそれに対応していく必要がある。行政として
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もセーフティネットのあり方について、民間活用を含めて検討しなければ 

ならない。 

他になければ、説明を最後までお願いしたい。 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

⑸ 市営住宅の型別・優先入居について 

⑹ 市営住宅入居者へのアンケートについて（報告） 

・事務局から会議資料に基づき、市営住宅の型別・優先入居について、また

市営住宅入居者へのアンケートについて説明 

 

・型別・優先入居の資料には、市営住宅入居の所得基準は書いていないが、

それがいくらであるのか、間取り別に具体的に教えて欲しい。 

また、入居後何年までというような定めはあるのか。ちゃんと循環する仕

組みになっているのか。市営住宅は、長期入居している方が多く、入りた

い人が入れないと聞く。収入のチェックはきちんとしているのか。 

市営住宅の家賃は安すぎる。家賃を上げれば入りたいと言う方が少なくな

るのではないか。補助をして住んでいただいているという状況はおかしい

と思う。 

 

・最初の質問である入居の所得基準について説明をお願いしたい。 

 

・収入基準としては、一般世帯月額 158,000 円以下、高齢者・障害者世帯の

方は月額 214,000 円以下ということになっている。入居後に収入が増えた

場合は割増賃料を徴収し、さらに収入が増えると収入超過者になる。現在

の市営住宅入居者は、最初に述べた 158,000 円以下という収入層の世帯が

ほとんどとなっている。 

 

・次に入居の期間についてお答えいただきたい。 

 

・入居期間については、公営住宅法上の契約期間はない。最近は国から承継

基準を厳格にするようにとのことで、親から子への引き継ぎはできないこ

とになった。もし世帯主が亡くなられた場合、配偶者のみ引き続き住んで

いただくことができるが、子供はよほど収入が低いとか年齢が小さいとい

う事情がなければ、出ていってもらうことになっている。 

 

・福祉の観点からは富の再配分ということで、社会的弱者については税金で

もって公共が支援をするということになっている。公営住宅については、

住生活基本計画の中で住宅セーフティネットの一つということで、引き続

き議論をしていく必要がある。 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

・県営住宅は、県営住宅整備・管理計画の中で、平成 31 年までに現有戸数

の約 5万 3,000 戸から約 3,000 戸減らす計画としている。その基本的な考

え方としては、築 30 年以上経つようなテラスハウスで耐用年数が短いも

のは、建て替えもしくは滅失とし、40年以上経っている耐火の建物につい

ても、老朽化が進んでいるので建て替えか改修を行う。これらの事業は入

居者の合意の下に進めており、建て替え等では別の住宅への移転等を伴う

ため時間もかかり、劇的に減らすことは難しい。 

・公営住宅の整備方針については、人口・世帯等の減少傾向を考慮すると、

公営住宅は減らさなければならないという問題意識は一貫してある。しか

しながら、高齢者・子育て世帯等の住宅を確保しづらい方達は必ずいらっ

しゃるので、これらの方々への対応ということも大きな問題である。公営

住宅で対応するのか、福祉施設で対応するのか等も含めて、どういう住宅

を提供していくのかということも住生活基本計画の課題である。 

・一方では、住宅というのは全ての方が等しく住んでいるものなので、全て

の方にとって必要なことは何か、そういった部分もこれから議論していく

べきではないか。 

 

・今議論いただいているのは西脇市住生活基本計画であり、住生活とは住宅

を含めた地域の生活のこと。市としては、様々課題がある中で、一番重要

なのは地域づくり、まちづくりという部分かと考える。 

・住みやすい住宅ができることによって、地域が活性化して、子供を安心安

全に育てられるような地域づくりをするということになろう。先にご指摘

のあった民間住宅活用も、公営住宅整備もすべて含めて、市として総合的

に住みやすい、西脇市らしい地域・まちづくりを進めていくことが重要。 

・西脇市の人口・世帯の状況等を鑑みながら、住宅の問題に焦点を絞りつつ

地域全体、住生活のことを考えていく審議会としていかなければならな

い。 

 

・まちづくりというようなことも必要だろうが、市内には沢山空き家があっ

て、質のいい物も多い。それらの空き家を市が借り上げてリフォームして、

住宅困窮者には、例えば 2万円で入っていただけばいいのではないか。高

齢者が増加しているため、そのような取組によって若い方に町に来てもら

いたい。 

・街中の空き家であれば、買い物なども便利である。医者なども誘致してく

れれば、もっと便利になり、人が来やすくなる。放置されている空き家は、

草が生えるなど、住環境上も良くない。 

 

・このご意見について、また皆様のご意見もあろうかと思うが、第１回はこ

の審議会の基礎的な資料をご説明いただいたということで、次回はこれに
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基づいて検討を進めたい。色々な立場の方からのご意見を集めて、議論を

して決めていかなければならないが、それには手間と暇がかかる。皆様の

お力をお借りしたい。 

 

 

 

事務局 

８ その他 

 ⑴ 次回の予定について 

  ・次回の審議会は、調査、検討等実施の後、11 月初旬頃を予定 

問合せ先 西脇市建設経済部都市住宅課 

 

 


